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　2013年度には，齊藤郁夫前所長，辻岡三南子先生の後任として，新たに西村知泰先生と武田彩

乃先生がセンターに加わりました。二人とも若手の内科医で，今後の活躍が大いに期待されます。
また，義塾全体の大きな出来事としては，幼稚舎に次ぐ第二の小学校（横浜初等部）が横浜市青

葉区に開校されました。 1学年ずつ増えていく状況ですが，センターとしては分室を開設し，万

全の体制で臨んでいきます。さらに，1998年以来二度目の全国大学保健管理研究集会を2014年 9

月に担当することが正式に決まり，教職員一同，その準備を開始しています。

　さて，2013年度をまず教育面から振り返ってみると，設置講座の履修者がかなり増えてきま

した。また，Web上での「健康情報シリーズ」では，引き続きアップデートな話題を取り上げ，

分かり易く解説しています。今後もご期待ください。

　研究面では，2012年度に日々の業務で得られたデータと四診療所の診療の中で得られたデータ

を研究として使わせていただくための包括同意に関して，倫理委員会の承認を得ることができま

したので，継続して行っていく研究や期間を限定して行っていく研究に関し，その内容をホーム

ページ上に掲載しています。また，2012年 8月から大学病院に開設された予防医療センター（主
に人間ドックを行う）の業務の一部を引き続き担当していますが， 1年を過ぎ，研究面での成果
も徐々に出てきています。

　健康診断に関しては，2013年度の大学学部学生の受診率は89.1％で，昨年度（89.6％）とほぼ

同じでした。しかし，受診率100％をめざしている医療系 3学部（医学部，看護医療学部，薬学部）
に限ってみると，全体で2012年度の97.9％から99.2％にアップしました。一方，教職員に関しては，

特に大学教員の受診率の低さを改善するために，2011年度から所属長や学部長等の上司からの積

極的な受診勧奨をお願いしたところ，2010年度（学部教員89.3％，大学院教員84.6％）に比べて

かなりの受診率アップが達成されています（学部教員96.1％，大学院教員86.8％）。義塾全体（一

貫教育校等も含む）の受診率も年々上がり，2012年度の95.6％から2013年度は97.7％になりました。

関係各位にお礼申し上げるとともに，今後とも引き続きご協力のほどお願いいたします。また，

学生定期健康診断結果報告書のWeb閲覧がスマートフォンからもアクセスできるようになり，

2013年度の閲覧数が，窓口配布も含めて初めて 4万件（のべ数）を超え，2012年度の24,326件（の

べ数）をはるかに上回りました。今後も，最終的には全員が必ず確認するよう，方法論も含めて

検討していきたいと思っています。

　感染症管理では，2013年度は若年者の麻疹の流行がありましたが，大学生での流行は顕著では

ありませんでした。また，2014年 4月に熊本県で高病原性鳥インフルエンザが確認されましたが，
その後拡大もなく終息しました。しかし，今後いつ起こるかも知れない新型インフルエンザ対策
に関しては，大学病院と連携をとりながら対応を検討しています。結核に関しては，2013年 7月
に大学病院での入院患者からの排菌事例があり，濃厚接触者を重点観察にいたしました。

　環境衛生管理では，喫煙の問題が依然として継続しています。喫煙エリアは決められています

が，それをきちんと守らないマナーに問題のある喫煙者がいまだ存在しています。大学キャンパ
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ス内禁煙を開始した大学も徐々に増えている現状を見ると，慶應義塾大学もそろそろ考えるべき

時期に来ていると思います。また，2013年の夏は非常に暑く，熱中症の発症予防や対処法の周知
を徹底いたしました。

　メンタルヘルス対策として，大学生に関しては各地区学生相談室との連携をとりながら進めて

います。また，教職員に関しては，従来からの専任精神科医の診療のほかに，2013年 4月から週

1回ですが日吉，三田にカウンセラーを配置いたしました。徐々に利用者も増えていますが，今

後も気軽に利用できるよう，広報に努めていきたいと思っています。信濃町地区のメンタルに関
しては，大学病院の精神神経科との連携をとりながら，問題が深刻化する前に対応できるシステ

ム構築を考えています。

　この年報も，2012年度からは原則Web化し，紙ベースでの年報は一部のみに配布することに

なりました。センターホームページからいつでも閲覧できますので，引き続きご活用ください。
また，ご意見などありましたら，遠慮なくお寄せください。
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Ⅰ．大学保健管理業務
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1. 年間主要業務
1）通年行事
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2）各月の行事
a）日吉本部・三田分室・湘南藤沢分室
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b）信濃町分室・矢上分室・芝共立分室
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2．保健管理に関する調査・広報活動
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3．学生定期健康診断
1）学生定期健康診断実施項目一覧
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4）学生定期健康診断集計
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5）学生定期健康診断要管理者フォローアップ件数

6）学生定期健康診断結果報告書配布・Web閲覧件数
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7）学生定期健康診断のまとめ
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d）ライフスタイル調査結果
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4．教職員定期生活習慣病健康診断
1）教職員定期生活習慣病健康診断実施項目一覧
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b）教職員定期生活習慣病健康診断（健保加入教員：学部，研究科内訳）

c）教職員定期生活習慣病健康診断（一貫教育校内訳）

d）非常勤講師　定期健康診断受診状況（一貫教育校内訳）



 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 

 

 

 

 

 

 

A
 

B
,

 

C
,

 

 X
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

─ 22─

3）
教
職
員
定
期
生
活
習
慣
病
健
康
診
断
の
流
れ



慶應義塾大学保健管理センター年報（2013）

─ 23─

4）教職員定期生活習慣病健康診断集計（40歳未満）
a）検査項目別受検状況 1および有所見者数
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b）検査別受検状況 2（血液検査）および有所見者数（40歳未満）

c）血液検査項目別有所見者数
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5）教職員定期生活習慣病健康診断集計（40歳以上）
a）検査項目別受検状況 1および有所見者数
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b）検査別受検状況 2（血液検査）および有所見者数（40歳以上）

c）血液検査項目別有所見者数
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7）特定健康診査有所見者数
a）25歳以上40歳未満（2014年 3 月31日年齢），健保加入者，有所見者数
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b）40歳以上65歳未満（2014年 3 月31日年齢），健保加入者，有所見者数
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c）65歳以上75歳未満（2014年 3 月31日年齢），健保加入者，有所見者数
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ｄ）40歳以上，健保加入者，特定保健指導人数推移
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ｅ）40歳以上，健保加入者，年次推移（2008年度～2013年度/6ヵ年）
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8）教職員定期生活習慣病健康診断　管理の状況
a）面接件数※1

9）教職員生活習慣病健康診断　骨密度検査集計（対象40歳以上女性）

b）面接結果※6

10）メンタルヘルス
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11）教職員定期生活習慣病健康診断　消化器系検査集計
ａ）上部消化管検査
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ｂ）腹部超音波検査
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ｃ）下部消化管検査（便潜血検査）

12）教職員定期生活習慣病健康診断　婦人科検診集計
a）子宮頸がん検査　※頚部細胞診・コルポ診（対象30歳以上女性）

b）乳がん検査　※乳房視触診・マンモグラフィー（対象30歳以上女性）
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13）教職員定期生活習慣病健康診断のまとめ
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14）参考資料
教職員健康診断質問票による調査結果
有効回答数［男（n=2887，平均43.5歳），女（n=2994，平均37.1歳），合計（n=5881，平均40.3歳）］
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2）特殊健康診断
a）電離放射線取扱い者

b）特定化学物質取扱い者

c）有機溶剤取扱い者

d）鉛取扱い者

e）遺伝子組換え実験業務従事者

5．その他の健康診断
1）特定業務従事者の健康診断
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1）本　部
6．各種行事等救護状況

3）矢上分室

2）三田分室

4）湘南藤沢分室（看護医療学部を含む）

5）信濃町分室

6）芝共立分室
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7．保健指導
特定保健指導

9．その他の活動
1）健康診断証明書発行（学生のみ）

8．カウンセリング利用者数

2）人事関係業務 

3）応急処置※1





Ⅱ．一貫教育校保健管理業務
 1. 年間主要業務

 2. 保健室利用状況

 3. 児童・生徒定期健康診断
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1．年間主要業務
1）幼稚舎分室
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2）横浜初等部分室
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3）普通部分室
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4）中等部分室
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5）湘南藤沢中等部分室
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6）湘南藤沢高等部分室
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7）高等学校分室
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8）志木高等学校分室
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9）女子高等学校分室
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2．保健室利用状況
1）幼稚舎分室
a）在籍者数

b）学年別来室者数

c）月別来室者数

d）内科月別来室者数 e）外科月別来室者数
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f）内科（延べ人数）
（1）来室時間

g）外科（延べ人数）
（1）受傷時間

（2）主訴

（3）処置

（2）外傷の種類

（3）受傷部位

（まとめ，その他）
・来室者数は，昨年度より少なく（5,325人→5,121人），減少傾向を認める。
・インフルエンザによる学級閉鎖を延べ 6クラスに対して行った。
・スポーツ医学相談（整形外科医担当）は，延べ18件の児童（保護者の同伴）の相談があった。
・歯科相談（歯科医担当）は，延べ63件の児童（保護者の同伴）の相談があり，昨年度（49件）に比べて増加
した。

・こころの発達相談（児童精神科医担当）は，延べ32件の教職員と保護者からの相談があり昨年度（30件）に
比べて増加した。
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2）横浜初等部分室
a）在籍者数

b）学年別来室者数

c）月別来室者数

d）内科月別来室者数 e）外科月別来室者数
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f）内科（延べ人数）
（1）来室時間

g）外科（延べ人数）
（1）受傷時間

（2）主訴

（3）処置

（2）外傷の種類

（3）受傷部位

（まとめ，その他）
・来室者数は1600人（内科289人，外科1311人）であった。2013年 4 月に開校し，初めの 3ヶ月間は来室者が
多く増加傾向を認めたが（ 4月138人， 5月194人， 6月347人）， 2学期以降は安定した。
・外傷の種類では創傷が多かったが，軽症者が多く，芝生グラウンドの効果が示唆される。
・インフルエンザによる学級閉鎖を 1月末～ 2月上旬にかけて， 3クラス（全クラス）に対して行った。
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3）普通部分室
a）在籍者数 b）学年別来室者数

c）月別来室者数

d）内科月別来室者数 　e）外科月別来室者数
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f）内科（延べ人数）
（1）来室時間

g）外科（延べ人数）
（1）受傷時間

（2）主訴

（3）処置

（2）外傷の種類

（3）受傷部位

（まとめ，その他）
・来室者数は2012年度は減少したが，今年度はほぼ例年通りの来室者数となった。（1,878人→1,725人→1,509人→1,718人）。
・月別利用者は 6月，10月に次いで， 2月の来室者が多かった。今年度から彫刻刀を使用した技術の授業が行われ，外傷
が増えたことが一因と思われる。

・インフルエンザによる学級閉鎖を，2014年 1 月下旬に 2年生（ 1クラス）に対して行った。
・運動前健康診断を運動部大会前，朝のランニング参加者を対象に，延べ557人の生徒に実施した。昨年度より実施部会・
人数は減少した。

・スポーツ医学相談（整形外科医担当）を各学期に 1回実施し，延べ13人の生徒（保護者が同席する場合もあり）が相談した。
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4）中等部分室
a）在籍者数 b）学年別来室者数

c）月別来室者数

d）内科月別来室者数 e）外科月別来室者数
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f）内科（延べ人数）
（1）来室時間

g）外科（延べ人数）
（1）受傷時間

（2）主訴

（3）処置

（2）外傷の種類

（3）受傷部位

（まとめ，その他）
・来室者数は，昨年度とほぼ同様であった（2,062人→2,000人）。
・月別来室者数では，特に校内大会のある 6月の来室者数が多かった。
・男女別来室者数では， 1年生男子の来室者数が増加した（313人→459人）。
・医療機関に依頼した外傷数は昨年度より減少した（184件→141件）。その内59件が捻挫であった。
・インフルエンザによる学級閉鎖を 2クラスに対して行った。
・スポーツメディカルチェックを運動部員を対象に17部会，延べ562人に実施した。
・スポーツ医学相談（整形外科医担当）を各月に 1回実施し，延べ22件の相談があり，下肢（膝・足）につい
ての相談が多かった。
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5）湘南藤沢中等部・高等部分室
a）在籍者数

b）学年別来室者数

c）月別来室者数

d）内科月別来室者数

e）外科月別来室者数
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h）精神保健相談（随時開設）カウンセリング（週 3回開設）

f）内科（延べ人数）
（1）来室時間

g）外科（延べ人数）
（1）受傷時間

（2）主訴

（3）処置

（2）外傷の種類

（3）受傷部位
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6）医療機関に依頼した外傷内訳（幼稚舎・横浜初等部・普通部・中等部・湘南藤沢中等部）

7）精神保健相談（幼稚舎・横浜初等部・普通部・中等部・湘南藤沢中等部・高等部）



慶應義塾大学保健管理センター年報（2013）

─ 65─

8）高等学校分室
a）在籍者数

b）来室者数

c）主訴 d）来室時の対応

e）カウンセリング（週 5回開室）



─ 66─

　b）来室者数

　c）主訴 d）来室時の対応

e）精神保健相談（月 1回開室）およびカウンセリング（週 6日開室）

9）志木高等学校分室
a）在籍者数
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b）来室者数

c）主訴

e）精神保健相談（月 1回開設）およびカウンセリング（週 2回開設）

10）女子高等学校分室
a）在籍者数

d）来室時の対応
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11）保健室利用一覧
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3．
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b）
女
子
保
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c）結核健康診断

d）血液検査結果
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e）2013 年定期健康診断のまとめ（小・中学校）
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2）高校（高等学校・志木高等学校・女子高等学校・湘南藤沢高等部）
a）生徒定期健康診断受診・管理状況
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b）
高
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c）腹囲測定

d）血液検査結果

e）生徒定期健康診断のまとめ



Ⅲ．感染症対策
 1. 結核接触者健康診断

 2. 結核スクリーニング

 3. ウイルス性疾患抗体価検査

  （麻疹・流行性耳下腺炎・風疹・水痘）

 4. 予防接種関係

 5. 血液曝露対応

 6. 学外施設実習前便培養検査

 7. 学生の感染症の発症報告受付件数
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1．結核接触者健康診断
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2．結核スクリーニング
1）対象および地区別受検者数

2）QFT検査※1結果

3）QFT検査後措置件数
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3．ウイルス性疾患抗体価検査（麻疹・流行性耳下腺炎・風疹・水痘）
1）大学
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2）一貫教育校
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3）教職員
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4．予防接種関係
1）Ｂ型肝炎ワクチン
a）対象者

b）地区別Ｂ型肝炎ワクチン接種人数，副作用

c）Ｂ型肝炎抗体獲得確認検査

2）インフルエンザワクチン（信濃町地区）
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5．血液曝露対応

6．学外施設実習前便培養検査

7．学生の感染症（麻疹およびインフルエンザ）の発症報告受付件数※





Ⅳ．環境衛生業務
 1. 教室等の調査

 2. 食堂の調査
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1．教室等の調査
1 ）実施項目
ａ）換気及び保温等および空気清浄度
（1）換気 （7）二酸化炭素
（2）湿度 （8）揮発性有機化合物※1

（3）相対湿度  ホルムアルデヒド，トルエン，キシレン，
（4）浮遊粉じん  パラジクロロベンゼン，エチルベンゼン，
（5）気流  スチレン
（6）一酸化炭素 （9）ダニ・アレルゲン※2

ｂ）採光
（10）照度 （11）まぶしさ

ｃ）騒音
（12）騒音レベル

ｄ）校内巡視

※1　2006年度より（8）部分が管財部から業務移行された
※2　2010年度より実施

2 ）実施日程（大学・一貫教育校の各「年間主要業務」の頁を参照）
前期 6～ 9月，後期 10～ 1 月に実施（年 2回）

3）結果・事後措置概要
ａ）大学
（1）温熱環境

おおむね問題はなかった。
（2）換気・空気清浄度

二酸化炭素濃度が基準値を超えている教室があり，換気扇を稼働させるよう指
導した。換気扇設備のない教室では窓を開けて換気するよう指導を行った。

（3）照度・まぶしさ
一部の教室において照度の低い値が記録されており，使用者が適切な照度を
保つようにお願いした。

（4）騒音
おおむね問題はなかった。

（5）ダニまたはダニアレルゲン
基準値を超えたダニ数が検出された教室があり，定期的な清掃をお願いした。

（6）揮発性有機化合物
おおむね問題はなかった。

（7）その他
ゴミや私物の散乱が認められる教室があった。教室環境の美化および整理整頓
を図るよう指導を行った。
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ｂ）一貫教育校
（1）温熱環境

湿度が基準の値を超える教室があり，エアコンなどで調整をするよう指導した。
また最高値32.1度を示した体育館があった。体育館はエアコンがなく室温の
コントロールが困難であるため，室温に留意し扇風機を使用するなど環境を
整えるよう指導した。

（2）換気・空気清浄度
二酸化炭素濃度や粉塵が基準値を超えている教室があり，換気扇を稼働させ
るよう指導した。換気扇設備のない教室では窓を開けて換気するよう指導を
行った。

（3）照度・まぶしさ
おおむね問題はなかった。

（4）騒音
おおむね問題はなかった。

（5）ダニまたはダニアレルゲン
基準値を超えたダニ数が検出された教室があり，定期的な清掃をお願いした。

（6）揮発性有機化合物
おおむね問題はなかった。

（7）その他
私物の散乱が認められる教室があった。教室環境の美化および整理整頓を図
るよう指導を行った。

ｃ）立科山荘
医務室は清潔に保たれており，教室や宿泊施設にも大きな問題はなかった。
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2．食堂の調査
1 ）実施項目
ａ）厨房巡視・聞き取り調査
施設の構造，施設の管理，設備器具の管理，食品の取り扱い管理，取り扱い者の
衛生管理等

ｂ）微生物検査
冷蔵庫，まな板，作業者手指，台ふきん，直接喫食食品，飲料水等
（一般細菌，大腸菌，黄色ブドウ球菌，サルモネラ，腸炎ビブリオの培養検査）
空中浮遊菌

2）実施日程（大学・一貫教育校の各「年間主要業務」の頁を参照）
6～ 7月に実施（年 1回）

3）結果
関係所属長に結果報告と改善依頼を行った。

4）食堂管理責任者との面接
ａ）実施日程（大学・一貫教育校の各「年間主要業務」の頁を参照）

9～11月に実施

ｂ）面接担当医師

実施場所 担当医師 実施場所 担当医師
日吉キャンパス 森 看護医療学部 横山
三田キャンパス 河邊 高等学校 森
信濃町キャンパス 森木 志木高等学校 神田
矢上キャンパス 和井内 女子高等学校 和井内
湘南藤沢キャンパス 横山 幼稚舎 德村
芝共立キャンパス 横山 横浜初等部 德村

普通部 井ノ口





Ⅴ．教育
 1. 大学講義

 2. 予防医療センター

 3. 集団保健衛生教育
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1．大学講義
1 ）学部（保健管理センター設置講座　講義場所：三田キャンパス）
ａ）現代社会と医学Ⅰ「心身の健康維持のために」
春学期（三田）・秋学期（三田）　月曜 4時限
コーディネーター　保健管理センター教授　河邊　博史
德村　光昭，森　正明，広瀬　寛，西村　由貴

【授業科目の内容】本講義では，保健管理センターの各専門医がオムニバス形式で健康診断の健
診項目の目的，疑問について答える。また，大学生活では，最近麻疹や風疹などの小児感染
症の集団感染や薬物乱用の問題，喫煙・飲酒の問題，メンタル面の問題などが話題となって
いる。本講義ではこれらアップデートな内容についても解説を加えていく。

ｂ）現代社会と医学Ⅱ「現代社会とCommon Disease」
春学期（三田）・秋学期（三田）　水曜 4時限
コーディネーター　保健管理センター准教授　和井内　由充子
齊藤　郁夫，大野　裕，森木　隆典，神田　武志，西村　知泰

【授業科目の内容】高血圧症，脂質異常症，糖尿病，肥満，動脈硬化，脳卒中，心臓病，がんな
どの病気は，運動不足，食べ過ぎ，喫煙，飲酒などの生活習慣と関連が強いことから生活習
慣病と呼ばれている。また，エイズ，結核などの感染症，ストレスと関連する精神疾患も増
えてきている。健康習慣を多く続けるほど加齢による老化を相対的に遅らせ，不健康な生活
習慣を続ける人ほど早く老化し，死亡率も高くなると報告されている。
 若いときから，これらのよくある病気（common disease）について知り，それらを予防する
ための健康的な生活を理解し，実践するための保健教育の意義はますます大きくなっている
と考える。
 また，将来の進路に医療，製薬，介護，食品など health care 関連企業を選択する人には， 
そのための introduction となる。内容に関し保健管理センターの各専門医がオムニバス形式
で講義を行う。なお，春学期と秋学期は同内容。

2）学部（体育研究所設置講座　講義場所：日吉キャンパス）
「健康と運動の科学」
秋学期（日吉）　火曜 4時限
近藤　明彦，山内　賢，横山　裕一，井ノ口　美香子，武田　彩乃

【授業科目の内容】様々な疾病と健康と運動に関する知識についてオムニバス形式の授業により
理解を深める。

近藤 明彦
・運動のエネルギー供給のメカニズム
・筋の構造とトレーニングの効果

山内 　賢
・トレーニング方法とその評価
・スポーツ・運動実施上の安全管理

横山 裕一
・飲酒の功罪
・依存性薬物概論
・生活習慣病概論（成人）

井ノ口 美香子
・小児の肥満・生活習慣病
・内分泌代謝疾患（糖尿病，甲状腺疾患など）
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武田 彩乃
・高血圧
・脳血管疾患
・性病，不妊症

3）学部（看護医療学部講座　講義場所：信濃町キャンパス）
「慢性期病態学　呼吸器疾患」
春学期（信濃町）　水曜 2時限他
森　正明，西尾和三，坂巻文雄

【目的・内容】内科領域の呼吸器疾患を理解するために，呼吸器の解剖，生理，診断，疾患各論
について学ぶ。

森　 正明
・呼吸器の解剖と生理
・呼吸器疾患の検査と診断

西尾 和三
・呼吸器疾患各論Ⅰ

坂巻 文雄
・呼吸器疾患各論Ⅱ

4）大学院（健康マネジメント研究科講座　講義場所：信濃町キャンパス）
｢臨床入門｣
春学期（信濃町）　木曜 3・4時限
勝川史憲，鎌倉光宏，小熊祐子，橋本健史，神田武志，真鍋知宏，東宏一郎，鈴木雄介
石井誠，稲垣中，関勝，園原麻里

【主題と目標／授業の手法など】非医療系学部出身者を主たる対象として開講する。臨床現場で
の診断から治療・ケアに至るプロセスにおいて，その各段階で医師・看護師・コメディカル
スタッフが，それぞれどのようにアプローチし，どのように統合しているかについて理解す
ることを目的とする。したがって，各分野について詳細な知識を習得することが目的ではな
く，医療の全体像がわかりやすい代表的な疾患を取り上げて論ずる。また，非医療系学部出
身者が今後健康マネジメント研究科で勉強していくに当たり必要となる論文の読み方・検索
の仕方などについての導入も合わせて行う。
 授業は，主担当のほか，各専門分野の先生が 1－2時間ずつ分担して行う形にする。

5）通信教育課程（夏期スクーリング）
ａ）「生活習慣病について（高血圧・糖尿病を中心に）」　　河邊　博史
【目 的】最近のライフスタイルの変化が高血圧や糖尿病を増加させている。これら生活習慣病
の正しい理解とその予防・治療について学ぶ。

ｂ）「子どもの肥満とやせ」　　　　　德村　光昭
【目 的】現代の子どもたちでは，肥満が多い一方で，やせも増加している。肥満につながる生
活習慣，思春期やせ症（神経性食欲不振症）について学ぶ。

ｃ）「虚血性心疾患」　　　　　　　　和井内　由充子
【目 的】虚血性心疾患は生活習慣病の最終的直接死因のひとつであり，突然死の原因としても
重要である。その病態，予防，緊急時の処置について学ぶ。

ｄ）「感染症」　　　　　　　　　　　森　正明
【目 的】インフルエンザ，結核，食中毒など，日頃，健康な人でも注意が必要な感染症の予防
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や治療について学ぶ。

ｅ）「飲酒の功罪」　　　　　　　　　横山　裕一
【目 的】アルコール（エタノール）の薬理作用を科学し，現在提唱されている飲酒の功罪を紹
介する。

　なお講義のほか，通年レポート添削を上記教員および広瀬寛・森木隆典・井ノ口美香子・神田
武志が行っている。

2．予防医療センター
　2012年 8月 1日から慶應義塾大学病院 予防医療センターが開設されたが，保健管理センター専任
医師は人間ドック受診者の当日結果説明および簡単な生活指導を原則毎日交代で担当している。
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3．集団保健衛生教育
1）衛生講習会

2）BLS講習会（AED講習会）
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3）チーム医療推進セミナー（信濃町）

4）尿酸・脂質セミナー（高等学校）

5）血圧セミナー（高等学校）

6）生活習慣病セミナー（志木高等学校）
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7）保護者会　校医の話

8）保護者会　カウンセラーの話
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9）保健講演会

10）保健特別授業





Ⅵ．研究
 1. 保健管理センター教職員研究業績

 2. 保健管理センター研究会
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1．保健管理センター教職員研究業績
1）受賞

b）論文

2）著書・翻訳書・論文・学会発表
a）著書
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c）学会発表
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2．保健管理センター研究会
司会　広瀬　寛

1）第 1回　2013年 7 月22日（月）
  高血圧治療薬の最新エビデンス
   第一三共株式会社東京支店病院第二営業所　　　白倉　洋樹

2）第 2回　2013年 9 月30日（月）
ａ）感染症管理システムの開発と評価 1－病院職員，医療系学部の結核管理
   松本　可愛

ｂ）感染症管理システムの開発と評価 2－病院職員，医療系学部のウイルス感染症検査と管理
   藤井　香

ｃ）学校健康診断における運動器検診（2013年度）：小児科学校医による実践（第 2報）
   德村　光昭

3）第 3回　2013年10月21日（月）
ａ）学生健診における尿糖陽性者へのフォローの現状と今後の課題
   澁谷　麻由美

ｂ）当大学におけるB型肝炎ワクチン基礎接種無反応者の管理体制
   高山　昌子

ｃ）小学 1年生の風疹抗体保有状況の変化（2001～2012年度）
   外山　千鈴

ｄ）女子高校生の生活習慣や健康に対する意識調査と発育状況－10年前との比較検討－
   松岡　珠実

4）第 4回　2013年11月11日（月）
ａ）骨検診におけるQUS法（定量的超音波法）の有効性の検討
   神田　武志

ｂ）B型肝炎ウイルスに対する免疫の記憶を考慮したワクチン接種管理体制の確立
   横山　裕一

5）第 5回　2014年 1 月27日（月）
  呼吸器感染症の最近の話題
   第一三共株式会社東京支店病院第二営業所　　　石丸　康作

6）第 6回　2014年 2 月24日（月）
ａ）インターフェロン‒γ遊離試験の有用性と問題点
   西村　知泰

ｂ）神奈川県内の私立中高一貫教育校における2009/2010年
  シーズンのインフルエンザ流行拡大の背景
   清　奈帆美
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7）第 7回　2014年 3 月24日（月）
  内臓脂肪・皮下脂肪やインスリン分泌・インスリン抵抗性と
  糖尿病・メタボリックシンドローム・高血圧などとの関連
   広瀬　寛


